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研究課題名「HLA 適合同種造血幹細胞移植における HLA 遺伝子領域の特定の

position のアミノ酸多型が GVHD の発現に及ぼす影響」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、1997 年から 2024 年までに初回の同種造血幹細胞移植を受けた方の

うち、ドナーが HLA 一致の血縁者であり移植時の年齢が 16 歳以上で、なおかつ日本造

血・免疫細胞療法学会および日本造血細胞移植データセンターが実施する「造血細胞移植

および細胞治療の全国調査」に登録された方です。 

 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：上記の移植において、移植片対宿主病 (GVHD) のリスクに影響する HLA

遺伝子領域のアミノ酸多型について検討すること目的としています。 

 

研究方法：既存の学会レジストリデータを活用した非介入観察コホート研究です。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2027 年 12 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：性別、病型、移植時の原疾患の状態、ドナーの種類、患者及びドナーの HLA、

GVHD 予防法の内容 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

データセットを入手後、解析対象の症例を抽出し、解析に不要な項目を削除した上で、

パスワード付きのファイルとし、電子メールで送付する。 

 

５．研究組織 

滋賀医科大学医学部附属病院 血液内科・教授 村田 誠 

中部さい帯血バンク 森島 聡子 

藤田医科大学病院 血液･細胞療法科・教授 稲本 賢弘 

京都大学医学部附属病院 血液内科・講師 諫田 淳也 

慶應義塾大学医学部 微生物学・免疫学教室 教授 兼  

理化学研究所 生命医科学研究センター 石垣 和慶  



 

 

 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  連絡先： 

名古屋大学医学部附属病院 血液内科 

職名・氏名 医員・土門 洋祐 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

電話番号 052-744-2145 

 

研究責任者：名古屋大学医学部附属病院 血液内科 葉名尻 良 

 

研究代表者：名古屋大学医学部附属病院 血液内科 葉名尻 良 

 


